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主 な 記 事

・厚労省へ要請 （１・２面）
・県歯科医師会と懇談 （２面）
・ジェネリックの品質はどこまで
　向上したか （３面）
・ホスピタリティ発想と、　　　　
スタッフの成長支援 （４面）

　
こ
の
夏
開
催
さ
れ
た
リ
オ
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
一
時
開
催
が

危
ぶ
ま
れ
た
が
大
成
功
に
終
わ

り
、
日
本
も
過
去
最
高
の
メ
ダ

ル
数
に
湧
い
た
。

　
し
か
し
一
方
に
お
い
て
は

ド
ー
ピ
ン
グ
問
題
が
大
き
な

影
を
落
と
し
た
。
ド
ー
ピ
ン
グ

問
題
が
世
界
に
衝
撃
を
与
え
た

の
は
、
１
９
８
８
年
の
ソ
ウ
ル

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
百
㍍
で
９
秒
79

の
世
界
新
記
録
を
樹
立
し
金
メ

ダ
ル
を
獲
得
し
た
カ
ナ
ダ
の
ベ

ン
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
が
ド
ー
ピ
ン

グ
陽
性
で
全
て
を
剥
奪
さ
れ
た

事
件
だ
ろ
う
。

　
そ
も
そ
も
ド
ー
ピ
ン
グ
は
ス

ポ
ー
ツ
の
存
在
価
値
を
損
な

い
、
フ
ェ
ア
・
プ
レ
イ
の
精
神

と
は
相
い
れ
な
い
社
会
的
行
為

で
あ
る
。
し
か
も
選
手
の
健
康

を
阻
害
し
、
社
会
や
青
少
年
に

悪
影
響
を
及
ぼ
す
な
ど
弊
害
も

極
め
て
大
き
い
。

　
し
か
し
一
方
に
お
い
て
ド
ー

ピ
ン
グ
の
発
覚
や
摘
発
を
逃
れ

る
為
に
手
口
は
悪
質
・
巧
妙

化
し
て
い
る
。
世
界
ア
ン
チ
・

ド
ー
ピ
ン
グ
機
関
が
禁
止
す
る

薬
物
や
検
査
法
は
数
百
種
類
を

超
え
、
そ
の
結
果
ド
ー
ピ
ン
グ

検
査
の
項
目
も
増
え
、
国
の
期

待
を
背
負
っ
て
０
点
01
秒
の
壁

に
立
ち
向
か
っ
て
い
る
選
手
に

と
っ
て
心
理
的
に
も
時
間
的
に

も
心
身
に
重
圧
感
を
与
え
て
い

る
だ
け
で
な
く
、
選
手
意
欲
を

も
そ
ぐ
マ
イ
ナ
ス
効
果
を
も
た

ら
し
て
い
る
。

　
近
代
ス
ポ
ー
ツ
は
科
学
の
粋

を
集
め
身
体
の
み
な
ら
ず
ウ
ェ

ア
ー
、
シ
ュ
ー
ズ
、
ラ
ケ
ッ
ト

等
の
研
究
開
発
を
も
進
め
て
い

る
。
そ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
、

こ
の
ド
ー
ピ
ン
グ
が
麻
薬
を
乗

り
越
え
、
良
薬
と
な
る
道
は
な

い
の
だ
ろ
う
か
。　
　
（
齋
藤
）

は  

り

　
県
の
医
療
費
助
成
制
度
が

８
月
よ
り
、
一
部
現
物
給
付

と
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
市

町
村
が
発
行
す
る
「
医
療
費

受
給
者
証
」
に
一
部
、
記
載

の
変
更
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
中
に
誤
解
を
招
く
表
記
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
当
協
会

は
県
と
盛
岡
市
の
担
当
部
長

に
「
受
給
者
証
記
載
の
改
善

を
求
め
る
要
望
書
」
を
10
月

３
日
、
送
付
し
ま
し
た
。

　
８
月
か
ら
の
償
還
払
い
の

受
給
者
証
（
盛
岡
市
住
民
税

非
課
税
の
方
）
の
「
自
己
負

担
額
」欄
に
は「
負
担
額
な
し
」

と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
最

終
的
に
は
負
担
額
な
し
で
す

が
、償
還
払
い
は
窓
口
で
い
っ

た
ん
一
部
負
担
金
を
支
払
う

必
要
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

患
者
さ
ん
や
医
療
機
関
が「
一

部
負
担
金
は
不
要
で
あ
る
」

と
誤
解
す
る
事
例
が
あ
り
ま

し
た
。

　

盛
岡
市
よ
り
10
月
７
日
、

現
在
の
受
給
者
証
を
回
収
・

再
発
行
と
な
る
と
混
乱
が
生

じ
る
た
め
、
次
回
（
来
年
８

月
１
日
付
け
）
交
付
す
る
受

給
者
証
よ
り
改
善
を
図
り
た

く
、
現
在
、
改
善
に
向
け
て

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
と

回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　10月 7日、当協会のFAX登録会員に「高齢者の窓口負
担増などの中止を求める要請署名」をお願いし、75名の先
生方にご協力いただきました。署名は10月20日、国会要
請を行った際に本県選出の国会議員に提出いたしました。

　会員の先生から寄せられた一言

・公共事業より医療や福祉の充実を！
・保険診療がしっかり行える行政にしてください。どん
どん患者さんが受診しづらくなっています
・高齢者の窓口負担を頻繁に変更するのは、老後の不安
を増すものです
・これ以上の負担増は高齢者いじめそのものである
・今までがんばってこられた高齢の方々をもっと敬いま
しょう
・現在以上の規制が行われると、患者側、医療側両方に
本当に医療崩壊が始まると思われます
・患者負担を少なくしてほしい
・高齢者の薬物治療のエビデンスを取り直し、無駄な投
薬をやめる必要あり
・高額の抗がん剤はこのままでよいのか。値下げを早く
・高齢者の医療機関への通院抑制
・見通しのある福祉政策をお願いします
・社会福祉に使うためといって長年消費税をとりながら、
国民負担をどんどん増やすことは許せません
・後期高齢者の窓口負担を2割にすると受診抑制につな
がる

・かかりつけ医以外の医療機関を受診した場合の
「定額負担」導入はやめてください
・75歳以上の窓口負担を2割に引き上げないでく
ださい
・70歳以上の患者負担限度額（高額療養費）を引
き上げないでください
・後期高齢者の低所得等への保険料軽減を継続し
てください

要請項目

　
医
療
費
受
給
者
証
の
改
善
を

　
　
　
　
　
　
　
県
と
盛
岡
市
に
要
望

公共事業より
医療や福祉の充実を
  要請署名のご協力
　　  ありがとうございました！

被
災
者
の
窓
口
負
担
免
除
・
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
な
ど
要
請

　
東
北
の
各
保
険
医
協
会（
東

北
ブ
ロ
ッ
ク
）
は
、
10
月
20

日
㈭
、
厚
生
労
働
省
や
本
県

選
出
の
国
会
議
員
及
び
秘
書

に
対
し
て
、
医
療
制
度
の
充

実
を
求
め
る
要
請
を
行
い
ま

し
た
。
要
請
の
内
容
は
下
記

の
通
り
で
す
。

　
当
協
会
か
ら
は
、
南
部
淑

文
会
長
、
小
山
田
榮
二
副
会

長
、
佐
藤
豊
常
任
理
事
、
三

浦
陽
子
常
任
理
事
が
参
加
し

ま
し
た
。（
２
面
に
続
く
）

　要請項目

１．東日本大震災被災者の医療
費窓口負担の免除継続

２．子どもの医療費助成を国の
制度で

３．医療費助成の現物給付を
行っている市町村へのペナ
ルティ廃止

４．介護療養病床廃止の撤回

　　この他、左記の項目

写真１

写真２

写真３

写真４

[写真１]　 小沢一郎衆議院議員  
 （左から３人目）
[写真２]　 平野達男参議院議員  
 （左）
[写真３]　 黄川田徹衆議院議員  
 （右）
[写真４]　 木戸口英司参議院議員
 （左から３人目）
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10
月
14
日

㈮
、
ホ
テ
ル

東
日
本
盛
岡

に
て
一
般
社

団
法
人
岩
手

県
歯
科
医
師

会
（
以
下
、

県
歯
と
略
）

と
の
懇
談
を

開
催
し
ま
し

た
。
県
歯
か

ら
は
佐
藤
保

28
年
度
地
区
別
社
保
講
習
会

日
程
・
地
区
担
当
一
覧
報
告
、

④
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払

基
金
の
動
向
な
ど
に
つ
い
て

解
説
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
台
風
10
号
に
よ
る
岩
泉
町

内
の
避
難
所
調
査
を
実
際
に

ご
担
当
さ
れ
た
大
黒
県
歯
専

務
理
事
よ
り
、
詳
細
な
ご
報

告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
当
協
会
か
ら
は
小
山
田
副

会
長
よ
り
、
①
「
保
険
で
良

い
歯
科
医
療
の
実
現
を
求
め

る
」
請
願
全
県
採
択
達
成
報

告
、
②
医
療
費
助
成
制
度
の

受
給
者
証
記
載
の
改
善
要
望
、

③
医
療
費
助
成
制
度
拡
充
を

求
め
る
取
り
組
み
、
④
東
日

本
大
震
災
被
災
者
医
療
費
負

担
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
報
告
、

⑤
歯
科
技
工
所
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
報
告
、
⑥
保
団
連
要
介

護
高
齢
者
の
口
腔
状
況
調
査

報
告
、
⑦
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
に
対
す
る
保
団
連
の

見
解
、
な
ど
の
活
動
報
告
や

資
料
紹
介
を
行
い
、
活
動
へ

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
求
め

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
吉
田
副
会
長
の

乾
杯
で
会
食
と
な
り
、
資
料

に
つ
い
て
の
質
疑
や
歯
科
を

取
り
巻
く
情
勢
や
諸
課
題
に

つ
い
て
和
や
か
に
意
見
交
流

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

会
長
と
大
黒
英
貴
専
務
理
事

が
出
席
さ
れ
、
当
協
会
か
ら

は
南
部
淑
文
会
長
、
小
山
田

榮
二
、
吉
田
克
則
副
会
長
、

黒
田
康
之
、
米
持
武
美
常
任

理
事
、
事
務
局
が
出
席
し
ま

し
た
。

　
は
じ
め
に
佐
藤
県
歯
会
長

よ
り
、
①
台
風
10
号
に
よ
る

岩
泉
町
内
の
避
難
所
調
査
報

告
、
②
い
わ
て
国
体
へ
の
歯

科
医
師
配
置
報
告
、
③
平
成

　
標
記
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
、「『
保

険
で
良
い
医
療
』
を
実
現
す

る
医
療
実
践
に
つ
い
て
考
え

る
―
『
開
業
医
医
療
の
復
権
』

を
め
ざ
し
て
―
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
、
２
０
１
６
年
10

月
９
日
㈰
・
10
日
㈪
、
国
立

京
都
国
際
会
館
で
行
わ
れ
た
。

当
会
か
ら
は
、
他
に
小
山
田

保
団
連
理
事
、
深
澤
当
会
理

事
、
畠
山
事
務
局
長
が
出
席

し
、
参
加
者
は
会
員
お
よ
び

ス
タ
ッ
フ
が
２
日
間
で
の
べ

６
３
０
余
名
で
あ
っ
た
。

　
会
館
は
、
大
都
市
の
喧
騒

か
ら
は
隔
離
さ
れ
た
、
雅
び

で
は
な
い
が
緑
に
つ
つ
ま
れ

た
デ
ザ
イ
ン
性
に
富
ん
だ
六

階
か
七
階
の
大
建
築
物
で
、

敷
地
も
ゆ
っ
た
り
と
し
た
感

じ
。
地
下
鉄
の
国
際
会
館
駅

か
ら
も
便
利
で
多
少
の
雨
な

ら
、
傘
不
要
の
構
造
に
な
っ

て
い
た
。
隣
接
す
る
宝
ケ
池

も
借
景
と
し
て
、
心
憎
い
配

置
で
あ
っ
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
新

専
門
医
制
度
、
特
に
総
合
診

療
専
門
医
が
俎
上
に
の
っ
て
、

医
師
の
偏
在
の
解
決
の
決
定

打
に
は
な
ら
な
い
だ
け
で
は

な
く
、
種
々
問
題
を
抱
え
て

表
に
よ
る
「
日
本
の
医
師
歯

科
医
師
・
保
険
医
の
運
動
の

歴
史
と
課
題
」
と
題
し
て
、

基
調
講
演
が
あ
っ
た
が
、
宇

佐
美
先
生
の
「
医
科
に
本
腰

を
入
れ
て
貰
わ
な
い
と
…
」

と
い
う
悲
痛
と
も
い
え
る
訴

え
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

　
参
加
し
て
み
て
、
医
療
人

と
し
て
今
何
を
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
か
と
い
う
示
唆

を
、
全
身
で
浴
び
る
こ
と
が

で
き
た
。
参
加
者
の
終
了
時

の
顔
を
み
る
と
、
全
員
に
使

命
感
が
み
な
ぎ
っ
て
い
た
。

「
第
31
回
保
団
連
医
療
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
参
加
し
て

南
　
部
　
淑
　
文
　
　

参
加
記

歯
科
を
取
り
巻
く
課
題
に
つ
い
て
意
見
交
流

一
般
社
団
法
人
岩
手
県
歯
科
医
師
会
と
懇
談

い
る
と
し
た
。

10
の
分
科
会
も

開
催
さ
れ
、
当

会
か
ら
深
澤
先

生
が
「
パ
タ
カ

ラ
」
に
つ
い
て

発
表
し
た
。

　
住
江
憲
勇
保

団
連
会
長
と
宇

佐
美
宏
歯
科
代

演題発表する深澤範子先生

（
１
面
の
続
き
）

　
厚
生
労
働

省
へ
の
要
請

は
、保
団
連・

東
北
ブ
ロ
ッ

ク
よ
り
23
名
、

厚
生
労
働
省

よ
り
９
名
が

出
席
し
ま
し

た
。
当
協
会

の
南
部
会
長

が
要
請
書
を

手
渡
し
、
小

山
田
副
会
長

が
被
災
者
医

療
費
窓
口
負

担
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
に
つ

い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　
被
災
者
の
窓
口
負
担
免
除

に
つ
い
て
小
山
田
副
会
長
は
、

県
や
市
町
村
が
、
国
に
よ
る

８
割
の
支
援
が
未
だ
不
透
明

で
あ
る
た
め
免
除
を
決
め
ら

れ
な
い
で
い
る
。
早
急
に
支

援
を
決
め
て
欲
し
い
と
訴
え

ま
し
た
。
担
当
者
は
、
厚
労

省
と
し
て
は
政
府
に
支
援
を

要
請
し
て
い
る
が
、
１
月
に

確
定
す
る
国
の
予
算
が
決
ま

る
ま
で
は
不
透
明
で
あ
る
と

回
答
。
小
山
田
副
会
長
は
、

免
除
は
12
月
末
ま
で
の
予
定

で
あ
り
１
月
で
は
遅
す
ぎ
る
。

早
急
に
支
援
を
決
め
て
欲
し

い
と
重
ね
て
訴
え
ま
し
た
。

南
部
会
長
は
、
被
災
者
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、
交
通
費

や
災
害
公
営
住
宅
の
費
用
負

担
が
大
き
い
こ
と
、
そ
も
そ

も
３
割
負
担
が
高
過
ぎ
る
こ

と
を
前
提
に
考
慮
し
て
頂
き

た
い
と
述
べ
ま
し
た
。

　
佐
藤
常
任
理
事
は
、
こ
れ

ま
で
の
免
除
に
つ
い
て
感
謝

を
述
べ
今
後
も
継
続
さ
れ
る

よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
の

拡
充
に
つ
い
て
三
浦
常
任
理

事
は
、
住
ん
で
い
る
地
域
に

よ
り
助
成
の
内
容
に
格
差
が

生
じ
て
い
る
。
本
県
で
中

卒
ま
で
無
料
と
す
る
に
は

４
億
５
千
万
円
必
要
で
あ
り
、

　
　
　
厚
労
省
へ
要
請

シンポジウム会場にて

国
民
の
健
康
を
ど
う
死
守
す
る
の
か
が
問
わ
れ
て
い
る
　

国
は
本
腰
を
入
れ
て
取
り
組

ん
で
欲
し
い
と
迫
り
ま
し
た
。

　
高
齢
者
の
窓
口
２
割
負
担

化
や
高
額
療
養
費
（
負
担
上

限
）
の
引
き
上
げ
等
に
つ
い

て
厚
労
省
は
、
専
門
家
会
議

で
議
論
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
そ
の
推
移
を
見
守

り
た
い
と
回
答
。

　

保
団
連
の
住
江
会
長
は
、

議
論
を
見
守
る
だ
け
で
な
く

厚
労
省
と
し
て
国
民
の
健
康

を
ど
う
死
守
す
る
の
か
が
問

わ
れ
て
い
る
。
積
極
的
に
議

論
に
関
わ
る
べ
き
だ
と
釘
を

刺
し
ま
し
た
。

　
県
内
の
医
療
機
関
を
対
象
に
、

電
力
会
社
の
名
を
名
乗
り
、
電

話
や
訪
問
を
行
っ
て
い
る
業
者

が
あ
り
ま
す
。

　

特
徴
は
、
電
気
代
が
安
く
な

る
と
謳
っ
て
電
子
ブ
レ
ー
カ
ー

を
取
り
付
け
、
手
数
料
を
含
め

長
期
リ
ー
ス
契
約
を
締
結
さ
せ

る
点
で
す
。

　

東
北
電
力
で
は
そ
う
い
っ
た

勧
誘
は
一
切
し
て
い
な
い
と
の

こ
と
で
す
。
も
し
、
こ
の
よ
う
な

勧
誘
が
あ
っ
た
際
は
、
い
つ
も

使
っ
て
い
る
地
元
の
電
気
屋
さ

ん
に
相
談
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

　

会
員
の
先
生
方
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
ご
検
討
さ
れ
る
際
は
慎

重
に
ご
判
断
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

厚労省の担当者（左側）へ要請する保団連・東北ブロック

かたる業者に
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　以前、私共が全国 400店舗の薬局を対象に
ジェネリック薬（以下ジェネリック）の保険
別使用度調査を行った結果、一番使用してい
るのが被用者保険（３割負担）で、次が国民
健康保険（３割負担）、その次に高齢者医療制
度（１割負担）と続いて、公的保険で最もジェ
ネリックを使っていないのが、日頃、ジェネ
リック使用促進をうるさいほど言っている厚
生労働省のお役人達が加入している共済保険
でした。お役人も自分や家族が使用する薬に
ついて本当は信頼しておらず、ジェネリック
を使いたくないのでしょうね。そんなわけで、
信用がイマイチのジェネリックについて使え
るポイントと使えないポイントを中心にお話
をさせていただきます。

　薬は医薬品の部分と嵩を調節する賦形薬や
安定化薬などの部分から成り立っています。
ジェネリックは主薬の特許は切れていますが、
それ以外の製剤の特許は有効なものも多いで
す。アダラートＣＲはニフェジピンの徐放性
製剤で１日１回の投与で、高血圧や狭心症の
治療薬として使用されています。錠剤から薬
が溶出してくるところに最大の工夫がなされ
ており、ブランド薬は２層錠構造で特許をと
り、消化液が豊富なところで溶ける外殻錠に

はニフェジピンの含量を少なく、大腸など消
化液が少ないところで溶ける内層錠には多く
含ませることで、24時間一定の割合でニフェ
ジピンを溶解させます。一方、ジェネリック
メーカーはこの２層状は特許の関係で使用で
きず、錠剤の剤皮を高分子の膜で工夫するこ
とにより徐放性を獲得しております。この膜
が何かの条件で一挙に溶けたり、破壊される
とニフェジピンが大量に放出されて反射性頻
脈など大変危険な状況に陥ります。ニフェジ
ピンに限らず、徐放性製剤では、１錠中に３
回投与分の薬用量を詰め込みますから、一挙
に放出すれば命にも関わる問題を惹起します。
徐放性製剤は、溶出挙動が命ですが、ジェネ
リックはこの製剤特許は取得することができ
ません。先発薬が信頼される所以です。同じ
カルシウム拮抗薬でもアムロジピンは一旦、
血管平滑筋の脂質二重層に潜り込み、膜外に
ジワジワと染み出るように上って行き、膜外
にあるＬ - 型カルシウムチャネルをジワジワ

と遮断しますので、反射性頻脈は製剤組成如
何に関わらずみな一定です。したがって、ア
ムロジピン（ノルバスク）のジェネリック品
は安ければ安いほど良いジェネリックと評価
できます（図２）。

「製剤組成」
　また、タケプロンの場合も、主薬の特許が
切れていますが、その安定化薬などの特許は
切れておらず、後発メーカーは他の安定化薬
を使わざるを得ません。従って、タケプロン
のように分解しやすい医薬品については患者
さんに先発薬を勧めて、どうしても後発品を
使う場合には、２週間で完全に飲みきるよう
に服薬指導することも重要になってきます。

「経皮吸収製剤」
　経皮吸収製剤も、ライナーの素材など製剤
学的問題点がクリアーに薬効に反映されます。
図３はツロブテロールの水中放出試験の結果
です。

 

　クロマル（一番下）がブランド薬のホクナ
リンです。同製剤はレジボアシステムと言い
まして、微細な結晶をライナーに均一にま
ぶすことで 24 時間放出性の経皮吸収製剤と
なりました。この技術は当然特許が取得さ
れ、主薬のツロブテロールの特許は切れても
製剤特許のためにジェネリックメーカーはこ
れを採用することはできません。図３を見て
もお分かりのように、中間にある２製剤をの
ぞき、他のジェネリックは最初の３時間です
べて 100％溶出してきています。一般に喘息
はモーニングディップと申しまして、明け方
に呼吸機能も落ちてきて喘息発作がおきます。
ホクナリンはその時にツロブテロールの血中
濃度が最高になるように設計されています。
溶出試験からもそれが容易に分かると思いま
す。一方、ツロブテロールの経皮吸収製剤は
急性気管支炎にも適用があります。咳が出た
ら一刻もはやく咳を止めたいというのが人情
でしょう。その様な場合、早く溶出するジェ
ネリックが最適と思われます。これは症状に
合わせてジェネリックを使い分けられるとい
う例です。実際、私も風邪をひくと気管支炎
になり易い体質ですから、その場合には、溶
出の速い一般のツロブテロール経皮製剤を薬
局からもらい、それを貼ることで調子がいい
です。

　図４はＤＩＣに用いるＦＯＹ（エフオーワイ）
とそのジェネリック薬についてガラスの底か
ら見た写真です。メシル酸ガベキサートはエ
ステル部分が２か所もあり、大変加水分解し
やすい薬です。加水分解と記載しましたよう
に、バイアル中に水があると、分解します。ジェ
ネリックは凍結乾燥状態がわるく完全に水が
とんでおらず、バイアルの底がぬれているの
が分かると思います。そこで私共は液体クロ
マトグラフィーで分解物を測定した結果を図
５に示します。
　ブランドのエフオーワイを軸に不純物の濃
度を測定した結果をダネット検定して有意差
を示したものを図５に示しています。その結
果、ジェネリックでもパナベート、アロデート、
レミナロンはブランド同様にほとんど分解し
ておりません。一方、ジェネリックでは、一
番悪いのがプロビトール、ついでエハバミン、
メシル酸ガベキサートＳ、ソクシゾンという
結果になりました。これらのメーカーを調べ
てみますと、ジェネリックの品質に関する考
え方もわかります。ブランド品含めて分解し
ていない製剤はすべて、Ｄ－マンニトールが含
まれていないことが解りました。Ｄ－マンニ
トールを含ませて凍結乾燥すると十分に水が
飛ばないことが伺われます。ＤＩＣに用いるメ
シル酸ガベキサートは非常に高価ですが、ジェ
ネリック薬のパナベート、アロデートなどを
うまく使用するとコストベネフィット的に最
適でしょう。

 

　ジェネリック薬の命は原料に良質な医薬品
を使用しているか否かにかかります。図６は、
2013年１月 10日の新聞記事で、韓国の医薬
品原料を使用していた日本の 11 社が、出荷
禁止をくらったという記事です。医薬品は命
にかかわりますから食品以上に品質基準が重
要です。安全なジェネリックを選択する基準
として、中国産や韓国産を使っていないこと
を確認するということも重要な決め手ではな
いでしょうか？三共エスポーやエルドメッド
エーザイはインドに日本のＧＭＰ基準の工場
をつくり、そこで生産された原料をジェネリッ
クで使用しています。使える、使えないを見
極めるポイントとして、そのジェネリックの
原料はどこ産を使用しているかということも
重要なポイントではないでしょうか。
 

「ジェネリックは原料に日本製を
　　　　　　使用しているものを選ぶ」

「似て非なるものジェネリック」

図１ ジェネリックとブランド薬の相違溶出までで、
あとは一緒

ジェネリックの品質はどこまで向上したか
  ～使える、使えないを見極めるポイント～　近畿大学薬学部　松 山 賢 治　先生 

図２ アムロジピンの作用メカニズム

図３ ツロブテロールの水中放出試験

「メシル酸ガベキサート注射薬」

図４メシル酸ガベキサートの底に見える濡れ

図５ 各種メシル酸ガベキサート製剤の１バイアル
中の不純物量

図６ 韓国製のジェネリック原料でＧＭＰ不適合が
判明した記事
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【
日
　
時
】

２
０
１
６
年
９
月
13
日
㈫

　
19
：
30
〜
21
：
20

【
場
　
所
】

　
盛
岡
フ
コ
ク
生
命
ビ
ル 

会
議
室

【
出
席
者
】

役
員
、事
務
局
併
せ
て
15
名

１
、 

２
０
１
６
年
８
月
期
活

動
報
告
並
び
に
２
０
１

６
年
９
〜
10
月
期
活
動

計
画
が
承
認
さ
れ
た

２
、 

保
険
医
共
済
会
新
グ

ル
ー
プ
保
険
の
配
当
金

還
付
に
つ
い
て
承
認
さ

れ
た

３
、 

保
団
連
か
ら
の
マ
イ
ナ

理
事
会
だ
よ
り 

９
月

228味処

mojo café & bar
一　関　市

ン
バ
ー
制
度
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
の
対
応
に

つ
い
て
承
認
さ
れ
た

４
、 

県
内
に
お
け
る
台
風
10

号
豪
雨
被
害
の
対
応
に

つ
い
て
承
認
さ
れ
た

５
、 

講
演
会
の
企
画
に
つ
い

て
承
認
さ
れ
た

６
、 「
い
わ
て
の
介
護
を
良

く
す
る
会
」
へ
の
趣
旨

賛
同
依
頼
に
つ
い
て
、

趣
旨
に
は
賛
同
す
る

が
、会
議
等
へ
の
出
席

や
役
員
の
派
遣
等
は
当

面
行
わ
な
い
こ
と
が
承

認
さ
れ
た

７
、 

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
厚
労
省

要
請
に
つ
い
て
参
加
者

が
承
認
さ
れ
た

　
２
０
１
５
年
６
月
に
一
関

市
大
手
町
に
オ
ー
プ
ン
し
た

カ
フ
ェ
で
、
夜
は
ワ
イ
ン
の

お
店
に
な
り
ま
す
。
店
内
は

ズ
の
濃
厚
さ
と
マ
ッ
チ
し
て

意
外
な
お
い
し
さ
に
。

　
食
後
の
コ
ー
ヒ
ー
は
濃
い

の
に
あ
っ
さ
り
。
酸
味
も
な

く
飲
み
や
す
く
、
ミ
ル
ク
を

足
す
と
ま
ろ
や
か
に
。デ
ザ
ー

ト
の
テ
ィ
ラ
ミ
ス
は
甘
さ
控

え
め
で
、
も
っ
と
食
べ
た
く

な
る
お
い
し
さ
で
し
た
。

　
全
て
に
お
い
て
文
句
の
つ

け
よ
う
の
な
い
味
。
お
ス
ス

メ
は
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ワ
イ
ン

だ
そ
う
で
す
。
ラ
ン
チ
、
カ

フ
ェ
、
デ
ィ
ナ
ー
と
楽
し
め

る
こ
と
間
違
い
な
し
で
す
。

　
お
前
を
嫁
に
も
ら
う
前
に
、

言
っ
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ

る
…
。
一
九
七
九
年
に
ヒ
ッ

ト
し
た
、さ
だ
ま
さ
し
さ
ん

の
『
関
白
宣
言
』
の
冒
頭
で

す
。
俺
よ
り
先
に
寝
て
は
い

け
な
い
、飯
は
旨
く
作
れ
、い

つ
も
綺
麗
で
い
ろ
。
そ
ん
な

歌
詞
が
、「
女
性
差
別
で
は
な

い
か
？
」
と
議
論
を
巻
き
起

こ
し
ま
し
た
。
で
も
ま
あ
、最

後
ま
で
歌
詞
を
読
め
ば
、結
婚

を
決
め
た
相
手
に
「
僕
は
あ

な
た
に
こ
う
で
あ
っ
て
も
ら

え
た
ら
嬉
し
い
で
す
」
と
精

一
杯
ツ
ッ
パ
リ
な
が
ら
伝
え
、

「
そ
の
代
わ
り
僕
の
ほ
う
も
、

○
○
○
や
○
○
○
を
約
束
し

ま
す
！
」
と
宣
言
す
る
内
容
。

微
笑
ま
し
い
ラ
ブ
ソ
ン
グ
で

す
よ
ね
。

　
世
界
に
名
だ
た
る
名
門
ホ

テ
ル
、ザ
・
リ
ッ
ツ
・
カ
ー
ル

ト
ン
に
は
、『
関
白
宣
言
』
な

ら
ぬ
『
従
業
員
へ
の
約
束
』

と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

い
わ
く
「
お
客
様
に
最
高
の

お
も
て
な
し
や
心
地
良
さ
を

提
供
す
る
上
で
、紳
士
淑
女
で

あ
る
従
業
員
の
皆
さ
ん
こ
そ

最
も
大
切
な
宝
。
敬
意
を
込

め
て
誠
実
に
皆
さ
ん
一
人
ひ

と
り
を
迎
え
、そ
の
才
能
が
伸

び
る
よ
う
最
大
限
の
支
援
を

し
、尊
厳
と
充
実
感
を
も
っ
て

日
々
を
過
ご
せ
る
よ
う
な
職

場
環
境
を
育
み
ま
す
」と
い
っ

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。
さ
ら

に
こ
れ
と
併
せ
て
「
紳
士
淑

女
に
お
仕
え
す
る
我
々
も
、紳

士
淑
女
で
す
」
と
い
う
『
モ
ッ

ト
ー
』
も
掲
げ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
こ
の
ホ
テ
ル
企
業
で

は
、と
も
に
働
い
て
く
れ
る

方
々
を
お
客
様
と
優
劣
な
く

尊
重
し
、ま
す
ま
す
素
敵
な
レ

デ
ィ
ー
ス
＆
ジ
ェ
ン
ト
ル
メ

ン
に
な
っ
て
行
か
れ
る
よ
う

あ
ら
ゆ
る
支
援
を
提
供
し
ま

す
…
と
い
う
の
で
す
。
実
に

す
ば
ら
し
い
。

　
も
ち
ろ
ん
、ホ
テ
ル
と
医
療

現
場
を
同
列
に
論
じ
る
こ
と

に
は
無
理
も
あ
り
ま
す
。
た

と
え
ば
ホ
テ
ル
に
お
い
て
は
、

総
支
配
人
が
個
々
の
お
客
様

に
対
応
す
る
わ
け
で
は
な
く
、

お
客
様
と
ス
タ
ッ
フ
の
個
別

対
応
こ
そ
が
サ
ー
ビ
ス
商
品

の
本
体
。
極
端
な
話
、総
支
配

人
が
顔
を
出
さ
な
く
と
も
現

場
は
回
り
ま
す
（
実
際
、そ
う

い
う
〝
引
き
こ
も
り
〞
の
総

支
配
人
も
い
ま
す
。
苦
笑
）。

い
っ
ぽ
う
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
お

い
て
は
、基
本
的
に
全
て
の
お

プロフィール
　明治大学法学部卒業後、広
告会社のコピーライターや国
内外でのホテル実務経験を経
て、仙台ＹＭＣＡ国際ホテル
専門学校の教官となり、のち
副校長。
　2001年、仙台市にインター
サーブ・ホスピタリティ開発
事務所を設立。ホスピタリ
ティ・マーケティングや能力
開発、職場のチーム力向上な
どに関するコンサルティング
を主業務とする。
　身内には、医師や看護師を
はじめ医療関係者が 20数名。

「ホスピタリティ発想と、

　スタッフの成長支援」

第 16話
スタッフへの約束

木
き
　島

しま
　　　上

たかし

客
様
（
患
者
さ
ん
）
に
院
長

先
生
が
対
応
し
、先
生
の
指
示

を
受
け
な
が
ら
ス
タ
ッ
フ
が

〝
付
随
的
・
補
助
的
な
業
務
〞

を
行
う
構
図
で
あ
る
…
な
ど

な
ど
。

　
で
も
、「
私
た
ち
は
、あ
な

た
を
大
切
な
仲
間
と
し
て
迎

え
ま
す
。
あ
な
た
が
人
と
し

て
職
員
と
し
て
成
長
し
、あ
な

た
自
身
の
夢
も
叶
う
よ
う
支

援
を
惜
し
み
ま
せ
ん
。
尊
厳

と
充
実
感
を
も
っ
て
仕
事
に

臨
め
る
よ
う
な
職
場
環
境
を

育
み
ま
す
！
」
と
宣
言
し
、こ

れ
を
実
現
さ
せ
よ
う
と
努
め

る
の
は
、分
野
の
い
か
ん
を
問

わ
ず
、ま
さ
に
理
想
的
な
経
営

姿
勢
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

職
員
採
用
に
あ
た
っ
て
取
り

交
す
、雇
用
契
約
。
あ
れ
は
、

「
コ
レ
コ
レ
の
業
務
を
か
く
か

く
し
か
じ
か
の
要
領
で
担
っ

て
下
さ
る
の
と
引
き
換
え
に
、

当
方
か
ら
コ
レ
コ
レ
こ
の
よ

う
な
待
遇
・
処
遇
を
提
供
し

ま
す
」
と
い
う
法
的
な
約
束

で
す
。
そ
れ
と
は
別
に
、道
義

上
・
信
義
上
の
も
の
と
し
て

『
ス
タ
ッ
フ
へ
の
約
束
』
を
宣

言
す
る
…
。
あ
り
そ
う
で
、

あ
ま
り
聞
か
な
い
話
で
す
よ

ね
。
昨
今
で
あ
れ
ば
、「
当
院

と
し
て
、一
線
を
越
え
た
ハ
ー

ド
・
ク
レ
ー
マ
ー
さ
ん
か
ら

ス
タ
ッ
フ
を
ど
う
守
る
か
？
」

と
い
っ
た
こ
と
も
、約
束
に
含

ま
れ
る
べ
き
で
す
。
だ
っ
て
、

実
際
に
職
員
の
皆
さ
ん
が
困

り
果
て
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
か
ら
。
お
っ
と
、字
数
が

い
っ
ぱ
い
で
す
ね
。
こ
の
話

は
、い
ず
れ
ま
た
。

た
。

　
ラ
ン
チ
は
パ
ス
タ
と
ピ
ザ

２
種
類
、
本
日
の
お
す
す
め

の
中
か
ら
選
べ
、
全
て
サ
ラ

ダ
と
ド
リ
ン
ク
が
セ
ッ
ト
で

す
。

　
い
た
だ
い
た
の
は
ピ
ザ「
４

種
チ
ー
ズ
の
ク
ワ
ト
ロ
フ
ォ

ル
マ
ッ
ジ
ョ
」（
１
３
０
０
円
）

と
ミ
ニ
デ
ザ
ー
ト
セ
ッ
ト

（
２
０
０
円
）。
運
ば
れ
て
く

る
と
同
時
に
食
欲
を
そ
そ
る

チ
ー
ズ
の
香
り
が
。
シ
ン
プ

ル
な
生
地
ゆ
え
に
チ
ー
ズ
の

旨
み
が
引
き
立
ち
ま
す
。
付

け
合
せ
の
は
ち
み
つ
は
、チ
ー

４種チーズのクワトロフォル
マッジョ

ティラミス
お
し
ゃ

れ
な
空

間
で
、

ラ
ン
チ

は
女
性

客
で
賑

わ
っ
て

い
ま
し

一
関
市
大
手
町
６
ー
16

℡
０
１
９
１
（
２
６
）
１
２
０
０

営
業
時
間
　

ラ
ン
チ
　
11
：
30
〜
15
：
00

カ
フ
ェ
　
15
：
00
〜
16
：
00

（
土
日
祝
日
は
17
：
00
）

デ
ィ
ナ
ー
　
18
：
00
〜
24
：
00

定
休
日
　
月
曜
日

　
妻
た
ち
の
本
音
と
は
…

　
　
　
　
働
く
女
性
を
取
り
巻
く
実
態

　
10
月
23
日
㈰
、
東
京
の
新

宿
農
協
会
館
で
女
性
医
師
・

歯
科
医
師
学
習
交
流
会
が
行

わ
れ
、
当
協
会
か
ら
、
小
野

寺
け
い
子
女
性
部
長
、
千
葉

寛
子
部
員
、
三
浦
陽
子
部
員
、

事
務
局
が
参
加
し
、
全
国
か

ら
計
47
名
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。

　
午
前
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

の
小
林
美
希
氏
が
、
特
別
講

演
「
夫
に
死
ん
で
ほ
し
い
妻

た
ち
〜
働
く
女
性
を
取
り
巻

く
実
態
と
背
景
〜
」
で
、
医

師
の
世
界
が
未
だ
旧
態
依
然

で
あ
る
こ
と
や
社
会
問
題
が

医
師
を
激
務
に
し
て
い
る
こ

と
、
女
性
が
増
え
る
と
、
女

性
が
冷
遇
さ
れ
る
矛
盾
が
医

師
・
歯
科
医
師
の
世
界
に
も

訪
れ
て
い
る
と
指
摘
し
ま
し

た
。

　
労
働
基
準
法
で
は
産
前
休

業
は
６
週
間
請
求
で
き
る
が
、

医
師
・
歯
科
医
師
で
は
、
実

際
０
日
が
多
い
こ
と
や
、
産

後
休
業
も
８
週
間
で
、
少
な

く
て
も
産
後
６
週
間
は
就
業

で
き
な
い
は
ず
な
の
に
（
労

働
基
準
法
の
母
性
保
護
規
定

違
反
は
懲
役
か
罰
金
の
罰
則
）

産
後
、
21
日
〜
30
日
で
仕
事

復
帰
す
る
医
師
・
歯
科
医
師

が
多
く
、
０
日
や
１
〜
20
日

で
復
帰
す
る
女
性
も
い
る
こ

と
が
保
団
連
の
調
査
で
判
明

し
た
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
一
般
的
に
産
後
に

妻
と
夫
の
愛
情
に
大
き
な
開

き
が
で
き
る
理
由
と
し
て
、

育
児
休
業
も
ろ
く
に
取
れ
ず
、

産
後
８
週
で
職
場
復
帰

し
、
心
身
と
も
に
ボ
ロ

ボ
ロ
で
家
事
・
育
児
を

し
て
い
る
の
に
夫
は
優

雅
に
コ
ー
ヒ
ー
を
飲

み
、
新
聞
を
読
ん
で
い

る
家
庭
、
男
性
医
師
が

長
時
間
労
働
で
女
性
に

育
児
と
家
事
、
介
護
の

負
担
が
増
す
だ
け
の
家

庭
、
本
当
は
バ
リ
バ
リ

働
き
た
い
の
に
当
直
や

残
業
が
多
す
ぎ
て
産
業

医
に
転
職
し
た
女
性
な

ど
、
働
く
女
性
の
背
景
に
は

労
働
問
題
が
あ
り
、
Ｉ
Ｌ
О

（
国
際
労
働
機
関
）
に
倣
う
べ

き
と
し
ま
し
た
。

　
午
後
は
保
団
連
女
性
部
の

板
井
八
重
子
部
長
か
ら
の
女

性
医
師
・
歯
科
医
師
開
業
医

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
報
告
、
そ

の
後
、「
震
災
と
医
療
〜
女
性

の
視
点
か
ら
問
題
点
と
教
訓

を
探
る
〜
」
と
題
し
、
熊
本

地
震
、
東
日
本
大
震
災
、
阪

神
大
震
災
を
経
験
し
た
先
生

か
ら
の
報
告
で
は
、
岩
手
か

ら
千
葉
先
生
が
、
当
時
の
様

子
や
医
療
支
援
の
問
題
点
、

現
在
の
状
況
を
報
告
し
ま
し

た
。

報告する千葉寛子先生

特別講演のようす


